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第３章 前期計画の評価・検証    

１ 安心のまちづくり 

（１）交通 

事業名 事業概要 事業実績 評価 課題 

１ 

福祉移送サービ

ス 

買い物や通院など

に、移動・移送の手

段を確保すること

から、福祉移送サー

ビスの利用対象者

や利用用途の拡大

を目指します。 

ストレッチャー、車

いす対応車両を２

台増車し、希望の日

時に対応できるよ

うになりました。 

Ｂ 福祉移送サービスの

利用用途拡大につい

ては、生活に対応で

きるきめ細やかな移

送サービスについて

継続して検討する必

要があります。 

新規 継続 拡充 

  ○ 

２ 

寄り道クラブ 

おでかけクラブ 

 

高齢者等の小グル

ープ単位での生き

がい活動の移動支

援をします。 

投資型車両移送事

業を展開します。 

くるみ園入居者、金

山、下金山地区等を

中心に買い物支援

を月１回実施しま

した。 

Ｂ より柔軟な移送事業

を展開するために、

今後取り組む必要が

あります。投資型車

両移送事業について

は未実施です。 

新規 継続 拡充 

  ○ 

 

（２）健康・介護予防・福祉サービス 

事業名 事業概要 事業実績 評価 課題 

１ 

介護予防事業 

生活圏域に対応し

た生きがいデイサ

ービスを実施しま

す。 

東部、西部ごとに生

きがいデイを実施

することで、閉じこ

もりの防止、介護予

防拠点の充実に取

り組みました。 

Ｂ 生きがいデイの活動

内容、食費の自己負

担額の減額について

検討が必要です。 

認知症予防事業を

実施します。 

「いきいき脳の健

康教室」、デイサー

ビスでは「学習療

法」に取り組んでい

ます。 

Ｂ 読み書き計算と合わ

せて、運動の習慣化

によって脳を活性化

するための取り組み

が必要です。 

運動機能向上事業

（トレーニングマ

シン） 

トレーニングマシ

ンの導入について、

専門職の配置が必

要であり、コスト面

でも課題が残り、未

実施です。 

Ｃ 近年の介護予防の概

念がマシンの使用に

特化せず、新たな検

討を進める必要があ

ります。 
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口腔ケア教室 

低栄養対策教室 

生活習慣病対策事

業 

老人クラブや千里

大学等で健康教室

を実施しました。  

生活習慣病に関係

する健診において、

町内の医療機関で

個別健診を実施し

ています。 

Ｂ 団体への所属やサー

ビス利用につながっ

ていない高齢者に対

しての働きかけが必

要です。 

新規 継続 拡充 

  ○ 

２ 

保健福祉センタ

ー整備 

総合相談窓口の明

確化と保健・医療・

福祉体制のワンス

トップ化 

総合相談窓口が明

確になり、一体的、

包拢的な相談支援

が可能となりまし

た。 

Ｂ 福祉部門の連携は強

化されたが、保健、

医療部門との連携を

さらに強化する必要

があります。 

新規 継続 拡充 

○   

３ 

福祉サービス利

用対象者拡充 

高齢者への福祉サ

ービスの提供と利

用促進のための制

度のあり方を検討

します。 

外出支援サービス

利用対象を高齢者、

障がい者等に拡大

しました。 

Ｂ 世帯同居の方の配食

サービスや除雪サー

ビス等のあり方につ

い て 検 討 が 必 要 で

す。 

新規 継続 拡充 

  ○ 

４ 

ユニット型特別

養護老人ホーム

の建設 

個室を確保し、ユニ

ットで構成する生

活空間を設置しま

す。また、低所得者

の負担軽減対策を

実施します。 

金山地区にユニッ

ト型特別養護老人

ホームふくしあを

建設することで、福

祉拠点の整備、充実

に取り組みました。 

Ｂ 新しい福祉の拠点が

完成したことで、地

域の安心感が増して

います。今後は更に、

地域に開かれた拠点

としての役割が期待

されています。 

新規 継続 拡充 

○   

 

（３）生活環境 

事業名 事業概要 事業実績 評価 課題 

１ 

除雪サービスの

充実 

除雪サービスの在

り方や大雪時の除

雪体制の対応につ

いて整備します。 

高齢者事業団や企

業と連携し除雪サ

ービスを提供して

います。 

 

Ｂ 重たい雪の除雪、サ

ービスの有料化、除

雪の範囲等について

継続して検討する必

要があります。 

新規 継続 拡充 

 ○  

２ 

ゴミ分別収集の

推進 

ゴミの分別方法に

ついて町内会単位

で学習会や助け合

いの活動を推進し

ます。            

小地域ネットワー

クでゴミの分別に

ついての学習会や

助け合いの活動を

実施しています。 

Ｃ ゴミの分別が複雑に

なり、戸惑う方は多

く、定期的な活動が

必要であります。 新規 継続 拡充 

 ○  
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３ 

居住支援 

若い世代の単身者

住宅や世帯向けの

住宅について、民間

主導による建設の

促進。 

民間主導による、住

宅の建設が進めら

れるよう助成を実

施しました。 

Ａ 認知症高齢者に対応

できる居住の支援が

急 務 と な っ て い ま

す。 

公営住宅への障が

い者入居の受け入

れを促進。 

自分生活を実現す

るために、協議・連

携し入居しました。 

グループホーム整

備に伴う財政支援。 

知的障がい者グル

ープホーム建設に

伴い財政支援を実

施しました。 

新規 継続 拡充 

 ○  

 

（４）安心 

事業名 事業概要 事業実績 評価 課題 

１ 

生活サポートセ

ンターの設置 

住民の権利と利益

を守るため、金銭管

理や消費者被害、虐

待、DV 等の被害か

ら守り、また被害に

合わないための権

利擁護支援に取り

組みます。 

生活サポートセン

ターを設置したこ

とで、権利擁護に関

する総合相談窓口

が明確になり、多様

な相談が寄せられ

るようになりまし

た。 

Ａ 増加が見込まれるニ

ーズに対応し、職員

の増員、体制の強化

が必要です。 

新規 継続 拡充 

  ○ 

２ 

ＳＯＳダイヤル

ネットワークの

構築 

ひとり暮らし高齢

者の生活丌安の解

消に向け、緊急時の

通報ネットワーク

を確立します。 

高齢者の緊急連絡

先の台帳を整備す

るにとどまり、通報

ネットワークの確

立には至っていま

せん。 

Ｃ 再度、取り組みが必

要です。 

新規 継続 拡充 

○   

３ 

防犯灯の設置 

子どもたちや女性

が夜間も安全に通

学や通勤ができる

よう、街路灯、防犯

灯の設置を検討し

ます。 

保健福祉センター

みなくるの駐車場

に防犯灯を設置し

ました。 

Ｂ 町防犯灯管理所管と

の連携強化によりニ

ーズに対応した設置

が必要です。 

新規 継続 拡充 

○   
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２ 支え合いのまちづくり 

（１）文化・教育・交流 

事業名 事業概要 事業実績 評価 課題 

１ 

介護職員基礎研

修等の通信教育

導入 

介護、福祉に携わる

人材育成を図り、南

富良野高校に介護

職員基礎研修等の

専門教育課程を導

入することを検討

します。 

南富良野高校で、ホ

ームヘルパー２級

の養成講習を実施

し、卒業時には資格

を取得し、地元の介

護施設へ就職して

います。 

Ｂ 南富良野高校は普通

高校のため現行の 2

級ホームヘルパー講

習がカリキュラム上

限界があり、資格制

度が改正された場合

の対応は難しい状況

にあります。 

新規 継続 拡充 

  ○ 

２ 

地域交流基盤形

成 

町内では勤務後の

時間を過ごす場が

尐なく、若者の交流

の多くが職場に限

られています。そこ

で、若者の定住化促

進と地域の絆づく

りに取り組みます。 

駅前の赤レンガの

建物を活用できな

いか検討を進めた

が、耐震の問題で利

用することができ

ませんでした。しか

し、イベント等で、

若者の交流の機会

は増加しています。

小中高生の居場所

としてみなくるを

開放しています。 

Ｂ 冬期間は、ＪＲや町

循環バスの待ち時間

に暖をとりながら過

ご せ る 場 所 が 尐 な

く、中高生や買い物

荷物を持った高齢者

等が丌便を感じてい

るため、フリー交流

ス ペ ー ス は 必 要 で

す。 

新規 継続 拡充 

○   

３ 

体験の広場 

学校と連携し、遊び

や体験活動を通し

て、子どもたちの地

域理解や人々の繋

がりを深めて福祉

の心を育みます。 

夏休みや冬休みの

時間を活用し、異世

代間の交流事業、ま

た、学校の福祉教育

の時間を活用し、福

祉の学習を行いま

した。 

Ｂ 南富良野町の特性を

生かした体験をさせ

てあげられるように

取り組みます。 

新規 継続 拡充 

○   

４ 

保健福祉等専門

職職域連絡会の

開催 

保健・医療・福祉・

救急等の地域福祉

を担う関係職員の

意見交換と交流の

場を広げます。 

保健福祉課、社協、

大乗会、一味園、診

療所、消防、薬局等

の職員が集まり、学

習会及び研修会を

開催しました。 

Ｂ 今後は、年 4 回程度、

欲張りすぎない内容

で の 継 続 が 必 要 で

す。 

新規 継続 拡充 

○   
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（２）子育て 

事業名 事業概要 事業実績 評価 課題 

１ 

子育て拠点の整

備 

子どもが安心して

集まれる場所の確

保 

児童公園の遊具の

補修及び保健福祉

センターちびっこ

広場とちびっこシ

アターを設置しま

した。 

Ｂ 特に中高生の集まれ

ることのできる場所

や機能の整備が急務

と考えられます。 

保育所のあり方、子

育て支援センター

の体制強化 

保育所職員の研修

事業を 2 か年計画

で実施しました。 

また、食育等につい

て、勉強会を実施し

ました。 

Ｂ 子育て支援に対して

全体的な議論が必要

と考えられます。 

新規 継続 拡充 

  ○ 

２ 

子育て支援の充

実 

子育て費用の軽減 出産費用の一部助

成は実施しました

が、医療費及び保育

料の見直しは行い

ませんでした。 

Ｃ 低所得者世帯につい

ては、軽減施策が必

須なことから早期の

実施が必要と考えら

れます。 

子育て支援活動ネ

ットワークの形成 

「すきやき隊」事業

を実施しましたが、

継続的な事業には

至っていません。 

Ｂ 人材育成や発掘など

の取り組みを進めて

い く こ と が 重 要 で

す。 

子育てバリアフリ

ーマップの作成 

放課後児童クラブ

の協力を得て、マッ

プを作成しました。 

Ａ 作成したマップを広

く住民に活用してい

く必要があります。 

乳幼児健診におけ

る、時間帯や体制の

見直し 

健診全般見直しは

できませんでした。 

Ｃ 具体的に健診体制の

検討が必要と考えら

れます。 

新規 継続 拡充 

  ○ 

 

（３）住民参加 

事業名 事業概要 事業実績 評価 課題 

１ 

地区座談会、懇

談会の開催 

住民が抱えている

問題や課題の共有

とその解決に向け

た検討をするため、

座談会、懇談会を開

催します。 

町内会、サークル等

を中心に座談会を

開催しました。 

Ａ 今後も継続し、地域

の状況を共有し、町

づくりを進めていく

ことが重要です。 

新規 継続 拡充 

 ○  
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２ 

地域交流基盤形

成 

民生委員児童委員

と福祉関係機関、団

体との連携の強化 

民生委員協議会に

おいて、研修や検討

を実施し、小地域ネ

ットワーク活動へ

の理解を深めまし

た。 

Ｂ 小地域ネットワーク

活動における民生委

員の具体的な関わり

を検討し実施するこ

とが重要です。 

住民相互の支え合

い意識の向上 

寄ってたかって幸

せ講座を開催しま

した。また、小地域

ネットワーク推進

会議を開催しまし

た。 

Ｂ 住民主体のサロン活

動がスタートしまし

た。今後は定着へ向

けたフォローアップ

体制、事業の組み立

てが必要です。 

地域の生活課題、福

祉問題等の発見 

座談会や研修会に

おいて顔なじみの

関係が構築され、情

報が行き来するよ

うになりました。 

Ｂ 定期的な地域会議を

設け、情報の共有と

対応ができるシステ

ムを構築する必要が

あります。 

新規 継続 拡充 

○   

３ 

ボランティアセ

ンター事業の充

実 

ボランティア拠点

の各地区への拡大

とコーディネータ

ーの育成 

コーディネーター

としての職員採用

や研修の機会を増

やし育成に努めま

した。 

Ｂ 各ボランティアが円

滑 に 活 動 で き る よ

う、キーパーソンの

育成、支援に取り組

む必要があります。 

活動世代の拡大 日頃の活動の情報

交換や交流を深め

るため、魅力あるボ

ランティアセンタ

ーづくりに取り組

みました。 

Ｂ ボランティア活動者

のさらなる増加を目

指していきます。特

に中高生のボランテ

ィア育成に取り組み

ます。 

災害ボランティア

ネットワークの構

築と養成講座の実

施 

赤十字奉仕団と連

携し、災害時の炊き

出し訓練や災害に

関する養成講座を

開催しました。 

Ｂ 災害時の想定訓練等

を行い、関係機関と

連携し、ネットワー

クの構築に取り組み

ます。 

各種講座の開催と

活動メニューの拡

充 

介護講座等の講座

を開催し、新しい活

動がスタートした

りグループが結成

されています。 

Ｂ 情報収集と提供に努

め、住民ニーズにあ

った活動メニューの

開 発 に 取 り 組 み ま

す。 新規 継続 拡充 

  ○ 
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３ 輝くまちづくり 

（１）行政・事業主 

事業名 事業概要 事業実績 評価 課題 

１ 

行政サービスの

向上 

巡回窓口車「やまび

こ号」の町内全域運

行と停留場所の細

分化等の実施。 

住民票と印鑑証明

を発行できるよう

にし、全地区を毎日

運行するように改

善しました。また、

停留所も細かく設

定しました。 

Ａ やまびこ号が行政と

住民のより一層のパ

イプ役となるよう、

運行形態や停留所等

の随時検討が必要で

す。 

公共施設のバリア

フリー化と禁煙対

策の検討。 

保健福祉センター

の全館禁煙実施し

ました。 

Ｂ 保健福祉センター内

の洋式トイレの増設

や高齢化や障がい者

の地域移行に伴う施

設整備の検討が必要

です。 

新規 継続 拡充 

  ○ 

２ 

福祉サービス事

業の民営化 

民間ノウハウによ

るサービスの質の

向上を図るため、福

祉サービスの民営

化や業務委託を進

めます。 

デイサービスセン

ター、高齢者生活福

祉センターくるみ

園、特別養護老人ホ

ーム一味園の民営

化を行いました。 

Ｂ 民営化後も継続して

サ ー ビ ス の 質 の 確

保、施設の改修、修

繕等に対する支援が

必要です。 新規 継続 拡充 

○   

３ 

職員教育の充実 

行政や社協職員等

の接遇、専門性の向

上を目指し研修会

を実施します。 

町で一番入りづら

い場所は「役場」で

あるとの住民の声

を教訓に、接遇や職

員の資質向上の研

修を実施しました。 

Ｂ 継続して、職員の意

識 改 革 に 務 め る よ

う、研修の機会を確

保したり、住民の声

を反映する仕組みづ

くりが必要です。 

新規 継続 拡充 

 ○  

 

（２）情報・相談 

事業名 事業概要 事業実績 評価 課題 

１ 

保健福祉センタ

ーの整備 

分散化している相

談体制やサービス

体系等を保健福祉

センターの整備に

より再編、構築し、

包拢的な支援を目

指します。 

総合相談窓口が明

確になり、ワンスト

ップ化が実現され、

一体的、包拢的な相

談支援、サービス提

供が可能となりま

した。 

Ｂ 福祉部門の連携は強

化されましたが、保

健、医療部門との連

携をさらに強化する

必要があります。 

新規 継続 拡充 

○   
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２ 

地域包拢支援セ

ンター機能の確

立 

生活サポートセン

ターを設置し、権利

擁護事業や生活支

援に取り組み、実質

的な地域包拢支援

センター機能を発

揮します。 

地域包拢支援セン

ターと生活サポー

トセンターが連携

することで、福祉サ

ービスと権利擁護

事業、相談から包拢

ケアまでの一体的

な対応が可能とな

りました。 

Ｂ 今後は特に、新たな

サービス（仕組み）

や課題に応じたネッ

トワークの構築に取

り組む必要がありま

す。 

新規 継続 拡充 

○   

３ 

生活支援ネット

ワークの形成 

障がい児(者)の就

学、就労、生活支援

を進めるため、関係

機関による生活支

援のためのネット

ワークを形成しま

す。 

関係機関でネット

ワークを形成し、定

期的に支援ネット

ワーク会議を開催

しながら、適切な支

援、暮らしやすい環

境づくりのために

取り組みました。 

Ａ 今後も継続して、障

がいへの正しい理解

のための住民研修会

や支援ネットワーク

会議を定期的に開催

します。 

新規 継続 拡充 

 ○  

４ 

広報活動の充実 

わかりやすい広報

紙や機関紙の発行

とインターネット

の活用に取り組み

ます。 

町の広報誌に「みな

くる発信」のペー

ジ、社協つうしんを

隔月で発行、ボラン

ティアつうしんを

毎月発行しました。

また、ホームページ

を開設ました。 

Ｂ 広 報 活 動 と 合 わ せ

て、出向いて説明を

させてもらうことが

必 要 と 考 え ら れ ま

す。 

新規 継続 拡充 

  ○ 

 

（３）雇用・産業 

事業名 事業概要 事業実績 評価 課題 

１ 

雇用の創出・支

援 

金山地区に、特別養

護老人ホームを建

設し、就労の場を創

出し、地域の活性化

を目指します。 

特別養護老人ホー

ムふくしあを建設

し、併設するデイサ

ービスセンターか

なっぷを開設した

ことで、雇用の創出

と、地域の活性化に

つながりました。 

Ａ 過疎化に伴い、将来

的に人材の確保が難

しくなることが予測

されます。 

新規 継続 拡充 

○   
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２ 

社会参加・就労

支援 

企業やアウトドア

のNPO法人との連

携により、地域に即

した就労機会の創

出を進めます。 

高齢者や障がい者

の就労確保のため、

高齢者事業団や企

業組合と連携し、仕

事のあっせんを依

頼しました。 

Ｂ 障がい者の地域移行

のため、富良野圏域

に拡大する中で就労

の機会を増加させる

取 り 組 み が 必 要 で

す。 

新規 継続 拡充 

○   

３ 

NPO 立ち上げ

の支援 

福祉との連携によ

る雇用機会の拡大

を目指し、起業家の

支援に取り組みま

す。 

ＮＰＯを立ち上げ

たいとの相談に対

応しています。 

Ｂ ニーズ調査や資金面

で活用できる助成金

の情報提供等に取り

組 む 必 要 が あ り ま

す。 

新規 継続 拡充 

 ○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


